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特集　特集　

財政課

みんなで知ろう！みんなで知ろう！

•財産収入•寄附金•繰入金•諸収入

一般会計歳入歳出決算の差引額は12億1,788万4千円となり、翌年度へ繰り越すべき財源2億2,283万3千円をのぞいた実
質収支額は、9億9,505万1千円となりました。
予算現額518億3,181万5千円と比較すると、歳入は95.1％、歳出は92.8％の執行率でした。また、前年度決算額と比較する
と、歳入は5億6,867万9千円、率にして1.2％の増額、歳出は10億2,946万3千円、率にして2.2％の増額となりました。
市民１人当たり（令和6年3月31日現在の人口14万4,262人）の市税負担額は約15万円、市民１人当たりに使われた額は約
33万円になりました。
なお、財政調整基金（貯金）は、前年度末より2億437万円2千円減少し、年度末残高が38億9,411万5千円となりました。

入間市の家計簿
令和５年度において、市民の皆さんに納めていただいた税金などが、
どのくらい入り、どのように使われたかをお知らせします。
一
般
会
計

～令和５年度  決算概要～

健全化判断比率・
資金不足比率

          民生費
225億5,342万円

令和５年度末における市全体の借入金（借金）の残高は、361億3,522万円となりました。
会計ごとの内訳は下表のとおりです。

①②⑤は、いずれも黒字のため、比率は発生しません。

障がい者や高齢者の福祉サービ
ス、子育て支援、保育所、生活保
護等に使われるお金

民生費
庁舎や財産の維持管理、税金の
徴収、戸籍管理、選挙、統計等に
使われるお金

総務費
学校教育、生涯学習の充実、文
化・スポーツの振興等に使われる
お金

教育費

健康増進、疾病予防、環境保全、
ごみ処理等に使われるお金

衛生費

借入金の返済や利息の支払い等
に使われるお金

公債費

道路や橋、公園の整備等に使わ
れるお金

土木費

消防や火災予防、災害対策等に
使われるお金

消防費

議会運営のために使われるお金

議会費

勤労者の支援等に使われるお金

労働費

農林水産業の振興支援等に使わ
れるお金

農林水産業費

商工業や観光の振興等に使われ
るお金

商工費

他の支出科目に含まれない経費
に使われるお金

諸支出金

①実質赤字比率
②連結実質赤字比率
③実質公債費比率
④将来負担比率
⑤資金不足比率

一般会計等の赤字額を表す比率
市全体の赤字額を表す比率
その年度の借金の返済額（公債費）を表す比率（３カ年平均）
市が将来負担する可能性のある借金（債務）を表す比率
公営企業会計の資金不足額（赤字額）を表す比率

比率の説明 警戒ライン 入間市の算定結果
（5年度決算）

11.92％
16.92％
25.0％
350.0％
20.0％

赤字なし
赤字なし
4.2％
0.5％
資金不足なし

市の借入金（借金）を
お知らせします

一般会計
水道事業会計
下水道事業会計
合　　計

289億2,331万円
26億6,632万円
45億4,559万円
361億3,522万円

301億4,230万円
23億4,497万円
50億5,606万円
375億4,333万円

▲12億1,899万円
  3億2,135万円
▲5億1,047万円
▲14億811万円

地方交付税
地方特例交付金
33億4,569万円

市債
24億1,208万円

県支出金
33億5,727万円

市税
44.13%

217億
6,132万円

繰越金 3.40％
16億7,867万円 

47.12%

分担金及び負担金/使用料及び手数料 1.83％
9億411万円

その他 3.52％
17億3,570万円

国庫支出金
97億2,722万円 

譲与税・交付金
43億9,453万円 

46.89％

総務費
61億9,728万円

衛生費
43億1,781万円 

教育費
46億5,216万円 

公債費
36億9,909万円

土木費
40億3,831万円

消防費 4.00％
19億2,321万円 

その他 1.49％ 
 7億1,744万円

•議会費•労働費
•農林水産業費
•商工費•諸支出金

12.88％

9.67％

8.98％

7.69％

8.40％

•地方譲与税
•利子割交付金
•配当割交付金
•株式等譲渡所得割交付金
•法人事業税交付金
•地方消費税交付金
•ゴルフ場利用税交付金
•環境性能割交付金
•国有提供施設等所在市町村助成交付金
•交通安全対策特別交付金

19.72％

8.91％

6.81％

6.78％

4.89％

歳 出 480億9,870万8,479円480億9,870万8,479円市から出ていくお金歳 入 493億1,659万2,022円493億1,659万2,022円市に入ってくるお金

依存財源
52.88%
自主財源

14万4,262人

Ｒ6.3.31現在人口
（人口統計資料Ｒ6.4.1現在人口）

15万846円

市民1人当たりの
市税負担額

33万3,412円

市民1人当たりに
使われた額

令和5年度末残高 令和4年度末残高 残高増減額

※表またはグラフ中の数値は、表示単位未満四捨五入のため、積み上げた数値とその合計値は一致しない場合があります。
※決算の詳細は、市公式ホームページまたは市役所３階市政情報コーナーに設置の決算書等をご覧ください。
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西武中央保育所の長寿命化のための改修工事（主なもの：屋上防水、床修
繕、医務室設置等） を実施し、保育環境の整備・改善を行いました。
公共施設マネジメント事業計画を基に保育施設の統合・新設等を実施し、今
後の児童減少への対応や施設維持管理経費の適正化を図るため、（仮称）金
子保育所用地の購入を完了しました。

ヤングケアラー支援条例に基づき、チラシや児
童・生徒向けの動画作成、出前講座を通して普
及啓発活動を実施しました。ヤングケアラー家
庭にヘルパー派遣事業を実施し、負担軽減を図
りました。

生活困窮者の自立の促進を図るため、
生活困窮者が抱える多様で複合的な問
題について相談に応じ、必要な情報提
供および助言を行うとともに、自立支援計画を策定
し、関係機関との調整等を行いました。生活困窮者
の自立と尊厳の確保を図るための相談窓口として
包括的、継続的な支援を行うことができました。

子ども・子育て
支援交付金等
を活用し、民間
学童保育室へ
の運営費補助
を行うことで、
安定した施設
運営と子ども・子育て支援の着実な推進を図るこ
とができました。
なお、民間事業者が令和５年４月から西武小学校区
内に学童保育室を開設したことにより、同学校区
域内の待機児童を減少させることができました。

民生費民生費

令和５年度に実 施した主な事業令和５年度に実 施した主な事業

92万6千円

生活困窮者自立支援事業
5,889万5千円

1億1,610万1千円学童保育事業

2,449万1千円公立保育所整備事業

生活困窮者自立支援事業

ヤングケアラー支援事業

本庁舎の耐震化のため、耐震性能
が不足しているA・B棟は敷地内に
新庁舎を整備のうえ除却し、C棟
は改修を行い、引き続き活用する
こととして事業を進めてきました。
令和５年度は主に基本設計に取り
組み、平面・立面計画等をまとめま
した。現在は実施設計を進めてお
り、完了後に新庁舎棟の建設工事
に着手します。

支所機能、自治振興支援機能や公民館
の役割等６つの機能を備えた地区セン
ターを市内９地区に開設しました。地域
コミュニティの拠点施設としての役割を果たしていくため、屋上防水
等の改修工事や施設・設備の適正な維持管理を行うとともに、各種市
民サービスの提供を行いました。

市民が安心して日常生
活を送ることができる、
交通事故のないまちを目
指し、放置自転車対策や
交通安全施設整備等を行いました。また、令和５年９月の
「自転車活用まちづくり条例」制定に合わせて、10月から
は自転車用ヘルメット購入費補助金の交付を開始し、努力
義務化された自転車用ヘルメットの着用促進に取り組みま
した。

専門相談、消費生活
相談は、令和５年４月
より総合相談支援室
内で実施していま
す。これにより、くら
しの相談、福祉の相
談、専門相談、消費
生活相談が1カ所に
集約され、複雑化・多様化する問題や悩みごとに対し、多
岐にわたる相談機能を発揮し、適切に対応することができ
ました。

総務費総務費

2億6,077万7千円

交通対策事業
2,589万5千円

406万2千円市民相談事業

1億9,635万円新庁舎等整備事業

管理運営費（地区センター）

教育費教育費

ゼロカーボンシティ実現に向
け、脱炭素につながる生活様
式への行動変容を促すことを
目的として、日常の移動を徒
歩・自転車へ変えることで削
減できたCO₂排出量をポイン
ト化し、特典と交換できるエコライフアプリ「SPOBY（スポビー）」を導
入しました。3,200人にダウンロードいただき、21.02ｔのCO₂排出量
を削減することができました。

「プラスチックに係る資源循環の
促進等に関する法律」の施行に
伴い、令和５年４月から「プラス
チック類の一括回収」を県内でい
ち早く取り組みました。「製品プ
ラスチック」は、従来、破砕のう
え、埋め立て処分していましたが、この取組により、再資源化・再商品
化が図れました。

衛生費衛生費

5億8,554万4千円

2,619万7千円ゼロカーボン推進事業

ごみ収集運搬委託事業費

小・中学校の施設整備として、東町小学校および上藤沢中学校の校舎
外壁等改修工事や藤沢東小学校の屋内運動場共用便所改修等工事、
中学校１１校の
職員便所大便
器改修工事等
を実施し、教育
環境の改善と
学校施設の安
全性の確保を
図りました。

武道館・弓道場改修工事は、令和５年１０
月から令和６年１２月までの14カ月の工
期を要することから、2カ年の継続事業
で、施設の長寿命化および非構造部材耐震化等の工事を行っていま
す。公共施設マネジメント事業計画に基づき、地区体育館・武道館・弓
道場の長寿命化を図る改修を計画的に実施しています。

物価高騰の影響を受ける子
育て世帯への支援として、
学校給食費およびアレル
ギー等で弁当を持参してい
る児童・生徒の世帯へ、給食
費相当額をそれぞれ６カ月
分補助しました。６カ月合計
で、中学生265,992食、小学生542,080食分の給食費と、
中学校お弁当持参者36人、小学校お弁当持参者112人分
の給食費相当額を補助しました。

令和5年10月に入間市スポー
ツ振興まちづくり条例を制定
したことに伴い、条例制定記念
イベントを開催し、条例の周知
を図りました。また、生涯にわ
たりスポーツを楽しみ、実践す
る市民を増やすことを目的と
して、各種スポーツ大会や教室等の実施、優秀な成績を収
めた選手や団体へ奨励金を交付し、市民のスポーツ機会
の充実に努めました。

9,209万円

学校給食費保護者負担軽減事業
2億4,287万5千円

251万4千円社会体育振興事業費

小・中学校施設整備事業 3億6,790万7千円

地区体育館等改修事業

80歳までに約3人に1人が発症
するといわれる帯状疱疹の発症
や後遺症を予防するため、接種
に係る費用を一部助成すること
で、経済的負担を軽減するととも
に予防効果で健康増進を図って
います。近年メディアを通じて関心が高まっている影響も
あり、令和５年度は７９１件もの申請がありました。

子どもを望む夫婦の経済的
な負担の軽減を図るために、
不妊・不育症検査および不妊
治療を受けた方にその費用
の一部を助成しています。
令和５年度は不妊検査・不育
症検査の申請が３１件、不妊
治療の申請が１８件ありました。不妊治療費については、県
の助成制度が終了する中、対象年齢を43歳未満まで拡大
し、市独自の助成制度として継続しました。

帯状疱疹予防接種費用助成事業
484万8千円

早期不妊検査・不妊治療費等助成事業
243万3千円
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加治丘陵の恒久
的な保全を図る
ため、継続的に
公有地化を推進
するとともに、保
全用地として取
得した山林を良
好な状態に保つため、植生管理計画に基づき
下草刈りや間伐等の山林管理を行いました。令
和5年度末の「加治丘陵さとやま計画」区域の
用地取得面積は130.2haで、取得率は33.9%
となっています。

特別会計は、特定の事業について会計を別にし、お金の出し入れを明確にしている会計です。

特別会計

市が水道事業・下水道事業を経営するために、別に設けている会計です。

公営企業会計

将来を見据えた計画的な
施設の更新が必要なこと
から、令和３年度から５年
度までの３ヵ年継続事業に
より省エネ設備への更新
と自家発電装置の入れ替
えにより、水の安定供給を
図ることができました。

12億8,653万7千円
扇町屋配水場改修工事

国民健康保険パークPFI※1や立体都市公
園制度※2を活用し、商業施
設と公園が一体となった官
民連携による狭山台地区近
隣公園の整備を実現するた
め、民間企業の進出意向を
確認するなど事業の推進に
努めました。
※1 パークPFI…都市公園に民間の優良な投資を誘導し、公園管理者の財政負担を軽減しつつ、都市公園の質の向
　   上、公園利用者の利便の向上を図ることを目的とした制度。
※2 立体都市公園制度…土地の有効利用を図るため、都市公園の下部を多目的に利用することを可能にした制度。

浸水被害の軽減を図るため、平
成29年度から着手した事業で
す。そのうち富士見橋について
は、令和2年度より仮橋を設置
し、令和5年6月末に新しい橋
での通行が可能となり、不老橋
については、令和3年度より通行止めを開始し、令和5年11月末に新しい橋での
通行が可能となりました。なお、2橋とも令和6年6月末で架換え工事が完了して
います。

入間市駅南口昇降機は、平
成４年度に設置され、３２年
が経過しており、現行基準に
適合させる必要があったこ
とから、県補助金を活用し、
改修工事（耐震化・安全対策
等）を実施したものです。
改修工事を実施したことで、
安全性の向上を図ることができました。

土木費土木費

2億3,385万1千円

入間市駅昇降機改修事業
1,870万円

9,239万1千円加治丘陵対策事業

745万8千円公園等整備事業

不老川緊急治水対策事業

県下一の広大な茶畑景観を活かし、非日常的な空間を創造するとともに、
狭山茶ブランドの振興を目的として茶畑の景観活用事業（茶の輪）を実施
しました。また、入間市の観光振興や周遊観光の促進を
目的とした観光パンフ
レット「いるまの間。」の
作成や、ロケーション
サービスを通じて市内
を広くPRすることによ
り、地域経済の活性化
を図りました。

狭山茶の生産振興強化を目的に、シビック
プライドの醸成と狭山茶のブランド力の持
続的な向上を図り、狭山茶の魅力を発信す
る事業です。狭山茶の日のPRやお茶屋さん
スタンプラリーの開催、T-1グランプリ開催
団体への補助のほか、一煎パックやティー
バッグの配布等により、狭山茶のブランド
力の向上や魅力発信に取り組みました。

市民の安心安全
のため、入間市
消防団第１分団
第２部の老朽化
した車両を、新し
い消防ポンプ自
動車（3.5トン未
満CD-1型）に更新しました。また、その他老朽化に
伴う消防団車庫および車両の修繕を行いました。

里芋の栽培過程における灌水対策が大きな課題と
なっていたため、入間市農
業研修センターへ農業用
灌水施設を設置すること
で、里芋等の生産量拡大に
寄与し、持続可能な生産体
制の構築を図る事業です。
農業者が灌水のために短
時間で貯水できる施設を整
備することで、里芋の栽培
過程における課題の解消
を図ることができました。

その他その他 消防用施設等管理費 3,036万7千円

112万8千円

1,835万4千円

266万5千円

観光振興事業

狭山茶ブランド振興プロジェクト事業

収益的収入31億4,597万円
収益的支出27億3,483万円
資本的収入  6億7,557万円
資本的支出25億9,807万円

主に生活習慣病の予防に係
る事業です。糖尿病の可能性
のある方への受診勧奨や保
健指導を行う「糖尿病性腎症
重症化予防事業」を中心に、
高血圧者への受診勧奨、歩数
計を活用した「コバトン健康
マイレージ事業」等を実施し
ました。

健康保持増進事業 602万4千円
歳入：144億6,938万円　　歳出：144億1,034万円

介護保険

認知症支援体制の強化を図る
ため、認知症地域支援推進員
およびオレンジコーディネー
ターの配置、認知症初期集中
支援チームの設置、認知症カ
フェの開設等を行いました。ま
た、オレンジガーデニングプロジェクトや認知症サポー
ター養成講座を実施し、認知症の理解を深める普及啓発
を実施しました。

認知症総合支援事業 765万9千円
歳入：121億3,600万円　　歳出：115億4,214万円

入間市駅北口土地区画整理事業

入間市駅北口周辺の市街地
整備を目的とし、街路築造工
事および建物移転等を進め
ています。令和５年度は、街路
築造および宅地造成工事、建
物移転等を実施しました。霞
橋架け替え工事に伴う黒須
中央通り線の街路築造工事、北口地区地下調整池設置工
事を進めました。

入間市駅北口土地区画整理事業 12億6,937万3千円
歳入：14億9,644万円　　歳出：12億6,937万円

扇台土地区画整理事業

扇台地区の市街地整
備を目的とし、順次仮
換地の指定を行いなが
ら、街路築造工事およ
び建物移転等を進めて
います。令和５年度は、
街路築造および汚水管
整備工事、建物移転等
を実施しました。

扇台土地区画整理事業 3億3,806万7千円
歳入：4億891万円　　歳出：3億3,807万円

水道事業会計

緊急輸送路等の地下に埋
設された重要な管路施設
の耐震性能を確保するた
め、耐震化工事を行い、地
震時における管路施設の
機能確保を図ることができ
ました。
●マンホール耐震化……8カ所（耐震化・浮上防止）

8,833万9千円
耐震化工事 収益的収入24億994万円

収益的支出22億1,232万円
資本的収入  1億6,198万円
資本的支出11億636万円

下水道事業会計農業用灌水施設設置事業

後期高齢者医療制度は、埼玉県内の全市町村で構成する「埼
玉県後期高齢者医療広域連合」が運営の主体となり、保険料
の決定・保険証の交付・医療を受けた時の給付等を行います。
後期高齢者医療制度の運営のため、被保険者から徴収した
保険料や事務費負担金等を埼玉県後期高齢者医療広域連合
に納付しています。22億3,381万3千円

後期高齢者医療広域連合納付金
歳入：22億9,070万円　歳出：22億6,789万円

後期高齢者医療
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特別会計

市が水道事業・下水道事業を経営するために、別に設けている会計です。

公営企業会計

将来を見据えた計画的な
施設の更新が必要なこと
から、令和３年度から５年
度までの３ヵ年継続事業に
より省エネ設備への更新
と自家発電装置の入れ替
えにより、水の安定供給を
図ることができました。

12億8,653万7千円
扇町屋配水場改修工事

国民健康保険パークPFI※1や立体都市公
園制度※2を活用し、商業施
設と公園が一体となった官
民連携による狭山台地区近
隣公園の整備を実現するた
め、民間企業の進出意向を
確認するなど事業の推進に
努めました。
※1 パークPFI…都市公園に民間の優良な投資を誘導し、公園管理者の財政負担を軽減しつつ、都市公園の質の向
　   上、公園利用者の利便の向上を図ることを目的とした制度。
※2 立体都市公園制度…土地の有効利用を図るため、都市公園の下部を多目的に利用することを可能にした制度。

浸水被害の軽減を図るため、平
成29年度から着手した事業で
す。そのうち富士見橋について
は、令和2年度より仮橋を設置
し、令和5年6月末に新しい橋
での通行が可能となり、不老橋
については、令和3年度より通行止めを開始し、令和5年11月末に新しい橋での
通行が可能となりました。なお、2橋とも令和6年6月末で架換え工事が完了して
います。

入間市駅南口昇降機は、平
成４年度に設置され、３２年
が経過しており、現行基準に
適合させる必要があったこ
とから、県補助金を活用し、
改修工事（耐震化・安全対策
等）を実施したものです。
改修工事を実施したことで、
安全性の向上を図ることができました。

土木費土木費

2億3,385万1千円

入間市駅昇降機改修事業
1,870万円

9,239万1千円加治丘陵対策事業

745万8千円公園等整備事業

不老川緊急治水対策事業

県下一の広大な茶畑景観を活かし、非日常的な空間を創造するとともに、
狭山茶ブランドの振興を目的として茶畑の景観活用事業（茶の輪）を実施
しました。また、入間市の観光振興や周遊観光の促進を
目的とした観光パンフ
レット「いるまの間。」の
作成や、ロケーション
サービスを通じて市内
を広くPRすることによ
り、地域経済の活性化
を図りました。

狭山茶の生産振興強化を目的に、シビック
プライドの醸成と狭山茶のブランド力の持
続的な向上を図り、狭山茶の魅力を発信す
る事業です。狭山茶の日のPRやお茶屋さん
スタンプラリーの開催、T-1グランプリ開催
団体への補助のほか、一煎パックやティー
バッグの配布等により、狭山茶のブランド
力の向上や魅力発信に取り組みました。

市民の安心安全
のため、入間市
消防団第１分団
第２部の老朽化
した車両を、新し
い消防ポンプ自
動車（3.5トン未
満CD-1型）に更新しました。また、その他老朽化に
伴う消防団車庫および車両の修繕を行いました。

里芋の栽培過程における灌水対策が大きな課題と
なっていたため、入間市農
業研修センターへ農業用
灌水施設を設置すること
で、里芋等の生産量拡大に
寄与し、持続可能な生産体
制の構築を図る事業です。
農業者が灌水のために短
時間で貯水できる施設を整
備することで、里芋の栽培
過程における課題の解消
を図ることができました。

その他その他 消防用施設等管理費 3,036万7千円

112万8千円

1,835万4千円

266万5千円

観光振興事業

狭山茶ブランド振興プロジェクト事業

収益的収入31億4,597万円
収益的支出27億3,483万円
資本的収入  6億7,557万円
資本的支出25億9,807万円

主に生活習慣病の予防に係
る事業です。糖尿病の可能性
のある方への受診勧奨や保
健指導を行う「糖尿病性腎症
重症化予防事業」を中心に、
高血圧者への受診勧奨、歩数
計を活用した「コバトン健康
マイレージ事業」等を実施し
ました。

健康保持増進事業 602万4千円
歳入：144億6,938万円　　歳出：144億1,034万円

介護保険

認知症支援体制の強化を図る
ため、認知症地域支援推進員
およびオレンジコーディネー
ターの配置、認知症初期集中
支援チームの設置、認知症カ
フェの開設等を行いました。ま
た、オレンジガーデニングプロジェクトや認知症サポー
ター養成講座を実施し、認知症の理解を深める普及啓発
を実施しました。

認知症総合支援事業 765万9千円
歳入：121億3,600万円　　歳出：115億4,214万円

入間市駅北口土地区画整理事業

入間市駅北口周辺の市街地
整備を目的とし、街路築造工
事および建物移転等を進め
ています。令和５年度は、街路
築造および宅地造成工事、建
物移転等を実施しました。霞
橋架け替え工事に伴う黒須
中央通り線の街路築造工事、北口地区地下調整池設置工
事を進めました。

入間市駅北口土地区画整理事業 12億6,937万3千円
歳入：14億9,644万円　　歳出：12億6,937万円

扇台土地区画整理事業

扇台地区の市街地整
備を目的とし、順次仮
換地の指定を行いなが
ら、街路築造工事およ
び建物移転等を進めて
います。令和５年度は、
街路築造および汚水管
整備工事、建物移転等
を実施しました。

扇台土地区画整理事業 3億3,806万7千円
歳入：4億891万円　　歳出：3億3,807万円

水道事業会計

緊急輸送路等の地下に埋
設された重要な管路施設
の耐震性能を確保するた
め、耐震化工事を行い、地
震時における管路施設の
機能確保を図ることができ
ました。
●マンホール耐震化……8カ所（耐震化・浮上防止）

8,833万9千円
耐震化工事 収益的収入24億994万円

収益的支出22億1,232万円
資本的収入  1億6,198万円
資本的支出11億636万円

下水道事業会計農業用灌水施設設置事業

後期高齢者医療制度は、埼玉県内の全市町村で構成する「埼
玉県後期高齢者医療広域連合」が運営の主体となり、保険料
の決定・保険証の交付・医療を受けた時の給付等を行います。
後期高齢者医療制度の運営のため、被保険者から徴収した
保険料や事務費負担金等を埼玉県後期高齢者医療広域連合
に納付しています。22億3,381万3千円

後期高齢者医療広域連合納付金
歳入：22億9,070万円　歳出：22億6,789万円

後期高齢者医療
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日 月 火 水 木 金 土

原田病院	 							　	☎2962-1251
豊岡第一病院　　	☎2964-6311
豊岡整形外科病院	☎2962-8256
西武入間病院		　		☎2932-1121
小林病院													☎2934-5121

救急指定病院（24時間対応）
埼玉県救急医療情報センター
　　　　　　　　　　　☎ 048-824-4199
埼玉西部消防局	休日夜間病院案内
　　　　　　　　　　　　☎ 050-1808-8872

施設問い合わせ
◉博物館アリット 
◉健康福祉センター
◉文化創造アトリエ・アミーゴ
◉図書館（本館）
◉産業文化センター
◉児童センター
◉総合クリーンセンター
◉青少年活動センター
◉市民体育館

☎2934-7711　　　 
☎2966-5511
☎2931-3500　
☎2964-2415
☎2964-8377　　
☎2963-9611
☎2934-5546　       
☎2962-1005
☎2962-1125

救急指定病院（24時間対応）

勤労感謝の日

内科、外科、小児科 診療時間		日曜日と祝日・休日の9時～12時	
歯科 診療時間　第1・3・5日曜日と祝日・休日の9時～12時
狭山市狭山台3-24（狭山市保健センター隣）　　☎2958-8771
　※受付は、診療終了時間の 30分前まで

次の電話相談も利用できます

埼玉県救急電話相談
♯7119（24時間対応）
回線によりつながらない場合
☎048-824-4199

病院に行くか迷ったら

小児救急電話相談（15歳未満）
♯8000

　☎ 048-833-7911

入間市夜間診療所
（健康福祉センター内）☎2966-5515 ●● ●● ●● ●●

狭山市急患センター　　☎2958-8771 ●● ●● ●●
		診療時間　19時30分～22時30分

日　月　火　水　木　金　土 医療機関案内（24時間対応）
深夜や早朝、休日の急病で

診察可能な病院がわからないとき

市役所土曜開庁

市役所土曜開庁

おやこ森遊び

歩って！走って！こいで！
健康スタンプラリー

ダイアプラン環境ポスター
コンテスト

秋のおはなし会スペシャル

宮寺配本所おはなし会スペシャル

第52回入間市農業まつり

市民活動センター・イルミンまつり

市税休日納付相談窓口

・転入・転出等の住民異動届
・戸籍届の受付
・住民票の写し、戸籍に関する証明書の交付
・印鑑登録、印鑑登録証明書の交付

・パスポートの交付（９時〜。申請は不可）
・マイナンバーカードの交付、おうち受取プラン
　による申請、電子証明書の更新など

土曜開庁
8時30分～12時
取り扱い業務

11月1日㈮〜12月13日㈮　
各地区センター（分館含む）ほか

参加賞、景品あり※保険非加
入事業　 スポーツ推進課

12月2日㈪まで　 イオンス
タイル入間（上藤沢）　 受賞作品
の展示※入間市からは4名が受賞

エコ・クリーン政策課

14時〜 15時　 図書館本館　 幼児〜小学生
読み聞かせや工作等　 先着10組　 図書館

14時〜 15時　 宮寺・二本木地区センター　
幼児〜小学生と保護者　 読み聞かせや工作等　
先着5組　 図書館

9時45分〜 13時　 彩の森入間公園　 地元
農産物の販売および抽選会　 農業振興課

10時〜 14時　 市民活動センター　 バザ
ー、ワークショップ、市民活動紹介、スタンプ
ラリー等　 地域振興課、市民活動センター☎
2964-2511

9時〜 11時30分　 市役所国保医療課　 収税課
※相談希望者は11月22日㈮までに電話により予約

とき（日付）　 とき（時間）　 ところ　 対象　 内容　 定員　 参加費・入場料　 問い合わせ
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10時〜 12時　 未就学児と
保護者　 1家族100円　 ・

青少年活動センター

ふれあいマルシェいるま

11時〜13時　 市役所　 農畜
産物の販売　 農業振興課

大人のためのプラネタリウム
11時〜 11時40分　 100円　 ・ 児童センター

※託児は前日までに電話により予約（条件有）

旧石川組製糸西洋館無料公開

10時〜 16時　 旧石川組製
糸西洋館（河原町）　※市政施行
記念日のため入館無料　 博物
館アリット

11時頃　 危機管理課
Jアラートを活用した訓練放送

星にまつわるイベント

◇お昼の天体観望会 14時〜 15時30分　◇星
空かふぇ（中学生以下保護者同伴） 17時45分
〜 18時15分　◇天体観望会（中学生以下保護者
同伴） 18時30分〜 20時　 ・ 児童センター
　

埼玉県下一斉フードドライブキャンペーン
11時〜14時　 市役所市民ホール
賞味期限１ヵ月以上の食品寄贈の

受け付け　 フードバンクいるま事
務局☎080-6555-9804、生活支援課
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日 月 火 水 木 金 土

救急指定病院（24時間対応）

その他のイベント情報は
右記市公式ホームページ
からご覧いただけます。

月

文化の日 振替休日

とき 内科担当 外科担当

3日（日・祝） 金子病院　　	　　☎2962-2204 豊岡整形外科病院			☎2962-8256

4日㈰ 小林病院　　	　　☎2934-5121 豊岡第一病院　　			☎2964-6311

10日㈰ 	西武入間病院　	　☎2932-1121 	原田病院　　　　			☎2962-1251

17日㈰ 入間ハート病院　	☎2934-5050 豊岡整形外科病院			☎2962-8256

23日（土・祝）金子病院　　	　　☎2962-2204 豊岡第一病院　　			☎2964-6311

24日㈰ 小林病院　　	　　☎2934-5121 原田病院　　　　			☎2962-1251

	診療時間9時～12時・13時～17時	※各病院で診療時間が異なる場合あり

内科、外科、小児科 診療時間		日曜日と祝日・休日の9時～12時	
歯科 診療時間　第1・3・5日曜日と祝日・休日の9時～12時
狭山市狭山台3-24（狭山市保健センター隣）　　☎2958-8771
※受付は、診療終了時間の 30分前まで

入間市夜間診療所
（健康福祉センター内）☎2966-5515 ●● ●● ●● ●●

狭山市急患センター　　☎2958-8771 ●● ●● ●●
		診療時間 19時30分～22時30分

カレンダー11月

休日当番病院 夜間（内科・小児科）

狭山市急患センター

入間地区医師会 日　月　火　水　木　金　土

狭山市医師会・狭山市歯科医師会

申し込み不要のイベントです。参加費等がかかるもののみ、金額を掲載しています。

※内科も受診可

※内科も受診可

納付方法は
こちら納期限1 2月2日

納税は便利な口座振替で　

収税課

食文化ミュージアムのお茶体験「茶臼体験」

入間市民合唱祭2024

入間市スポーツ・レクリエーションフェア

◇国民健康保険税（第5期）
◇介護保険料（第5期）
◇後期高齢者医療保険料（第5期）

今月の納期

①11時10分②13時③14時30分（各30分程度）
各回12人程度　 200円 博物館アリット

12時開演　 武蔵野音楽大学入間キャンパス
バッハザール　 社会教育課

※防災訓練に伴い、図書館分館は11時から開館します。
金子分館・藤沢分館　 図書館

9時〜 12時　 市民体育館ほか  車椅子バス
ケ、eスポーツ、モルック等の体験　 スポーツ
推進課

とき（日付）　 とき（時間） ところ　 対象　 内容　 定員　 参加費・入場料 問い合わせ
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ふれあいマルシェいるま

11時〜13時　 市役所　 農畜
産物の販売　 農業振興課

大人のためのプラネタリウム
11時〜 11時40分 100円　 ・ 児童センター

※託児は前日までに電話により予約（条件有）

10時頃　 危機管理課
Jアラートを活用した訓練放送

8時15分〜10時30分頃　 危機管理課
入間市防災訓練

11時頃　 危機管理課
Jアラートを活用した訓練放送終日※システムメンテナンス

のため 情報政策課

コンビニ交付サービスの一時停止

終日※システムメンテナンス
のため 情報政策課

コンビニ交付サービスの一時停止もぐらタイム

入間市消防団特別点検

10時〜 12時　 小学生　 青少年相談員とレ
クタイム　 ・ 青少年活動センター

10時〜 13時※当日7時にサイレンあり 西
武市民運動場（雨天時は西武小学校体育館・式典の
み開催）　 消防団車両や服装規律、機械器具の点
検等　 市民安全課

埼玉県下一斉フードドライブキャンペーン
11時〜14時　 市役所市民ホール
賞味期限１ヵ月以上の食品寄贈の

受け付け　 フードバンクいるま事
務局☎080-6555-9804、生活支援課

広報いるま   2024年（令和6年）11月号8



氏名（届出番号順） 得票数

岡村 まりこ 12,192
杉島 理一郎 30,142

TOPICSTOPICS TOPICSTOPICS
トピックス トピックス

「あなたのチカラがこのまちの未来をつくる」
　入間市は、多様化する市民ニーズ・社会課題への適応力を持ち、新しいことに積極的にチャレンジでき
る職員を求めています。あなたの経験、技術、人物を重視します。様々な施策で技術職員が活躍している
入間市で、ぜひあなたの魅力と能力を発揮してください！
募集職種土木・建築・電気・機械（建築設備） 各2人、45歳まで　保健師　2人、45歳まで
受付期間 11月8日㈮〜18日㈪ Web申込
一次試験（12月8日㈰）…エントリーシート試験、動画投稿面接試験、筆記試験
二次試験（令和7年1月上旬）…面接試験
※職種および学歴により、受験要件が異なります。詳しくは、受験案内（人事課、市公式
ホームページに用意）を確認してください。
問人事課

とき　 ところ　 対象　 内容　 定員　 参加費・入場料　 申し込み　 問い合わせ 窓口　 電話　 メール　 ファクス　 Webサイト　 郵送　☎電話番号　 メールアドレス　 ファクス番号

国民健康保険および
後期高齢者医療保険に加入の皆さまへ

入間市長選挙　杉島理一郎氏が当選

入間市防災訓練

　令和6年12月2日から現行の保険証の発行が廃止され、マイナ保険証（保険
証利用登録がされたマイナンバーカード）を基本とする仕組みに移行します。

令和6年12月2日以降の取り扱いについて
　令和6年12月1日までに交付された有効な保険証は、保険証に記載された有効期限までは、医
療機関等の受診に使用できます。有効期限まで大切にお持ちください。

〇マイナ保険証をお持ちの方
　マイナ保険証または、現行の保険証で医療機関等を受診してください。
※保険の切り替え時などはマイナ保険証に更新内容がすぐに反映されません。その場合は、マイ
ナ保険証と資格情報のお知らせを医療機関等に提示することで、受診が可能となります。
＜資格情報のお知らせとは＞
　マイナ保険証をお持ちの方が国民健康保険または後期高齢者医療保険に加入された際や、券面
記載事項（住所・氏名・窓口負担割合等）に変更があった際に交付するものです。
※後期高齢者医療保険の方は令和7年7月末までは資格情報のお知らせの代わりに資格確認書を交
付します。

〇マイナ保険証をお持ちでない方
　現行の保険証または資格確認書で医療機関等を受診してください。
　現行の保険証をお持ちの方には、保険証の有効期限が切れる前に資格確認書を郵送します。
＜資格確認書とは＞
　マイナ保険証をお持ちでない方が医療機関を受診できるように交付するものです。
その他、
・マイナンバーカードを紛失した方、更新中の方
・マイナ保険証での受診が困難で、介助者等の第三者が要配慮者に同行して資格確認を補助する
必要がある方
も申請していただくことで交付を受けることが可能です。
 
〇令和6年12月2日以降に現行の保険証を紛失された方
　保険証の再発行はできません。マイナ保険証または資格確認書をご使用ください。

〇マイナ保険証利用登録の方法（以下のいずれか）
・医療機関、薬局の受付（カードリーダー）で行う
・「マイナポータル」から行う
・セブン銀行ATMから行う

問国保医療課

　 任期満了に伴う入間市長選挙が10
月20日に行われ、即日開票の結果、
杉島理一郎氏（41歳、無所属・現）
が当選しました。任期は、令和6年11
月18日から令和10年11月17日（4年
間）です。
問選挙管理委員会事務局

日11月10日㈰８時15分から　雨天決行
（※8時15分に市内全域の防災行政用無線が鳴ります
中止の場合、当日7時に防災行政用無線でお知らせ）
　令和6年度防災訓練は、実災害が発生した場合に
被害を最小限に抑えるため、より実践的な対処や
行動が取れるようにすることを目的として行いま
す。今年度は、災害時に互いが協力し合い避難所
の運営や設営に関わることを訓練の柱とし、災害
に備えます。
場市指定避難所（豊岡高等学校、入間向陽高等学
校、武道館、市民体育館、東金子地区体育館、老
人福祉センターやまゆり荘をのぞく）※避難所の訓
練では室内履きが必要になります

有 効 投 票 42,334
投 票 率 35.70%

令和6年度
入間市職員採用試験(12月試験）

／  令和7年4月採用 ／

訓練想定：立川断層帯による震度6強の強い地震
訓練内容：（以下の内容）

※各自主防災会で用意した安否確認用のマグネッ
トや紙製のものでも可　問危機管理課

① 安否確認訓練
安 否 確 保 行 動、タ オ ル 等 ※ を 使
用 し た 安 否 表 示、避 難 行 動 要 支
援者個別避難計画書の確認

② 避難訓練 避難所への避難

③ 避難者把握訓練 避難者世帯カードによる避難者
の把握

④ 避難者施設点検・
開設訓練

避 難 所 施 設 点 検、避 難 所 の 開 設
準備

⑤ 避難所運営訓練 避難者の受け入れの実施

当選

選挙結果〈敬称略・届出順〉
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とき ところ　 対象　 内容　 定員　 参加費・入場料 申し込み　 問い合わせ

12

子どもを対象にしたお知らせを掲載しています。あつまれ！いるまぐみ
参加費等がかかるもののみ、金額を掲載しています。イベント

児童センター

◆休日開放事業

◆休日相談会◆日暮れの森のかんさつ会

◆和太鼓ワークショップ＆ミニ
コンサート

◆むささびの森のクリスマス

◆クリスマス会

◆ぱぱと赤ちゃんのおでかけサロン
11月17日 ㈰9時30分 〜 11時

30分　 市内在住で、心身の発
達に遅れまたは障がいのある児童
と保護者　 「元気キッズ」プレイ
ルーム内での親子の自由遊び※児
童だけの利用不可　 先着5組　

平日9時から13日㈬までに児童
発達支援センター ☎2968-
7785

11月17日㈰9時〜 16時　 市
内在住で、子どもの発育・発達で
気になること、心配事の相談を希
望する保護者（予約優先）　 平日
9時から児童発達支援センター（健
康福祉センター内） ☎2968-
7785※予約枠に空きがあれば当
日まで申込み可

11月24日㈰４部制 旧石川
組製糸西洋館（河原町）　 小学生
以上　 抹茶の点て方や茶席の作
法も学べる　 先着60人　 大
人1,500円、小中学生
1,000円 11月17
日㈰までに博物館アリ
ット

11月30日㈯15時30分〜 18時
30分　 小中学生と保護者　
たき火体験と夜の自然観察　 先
着5組　 1人200円　 11月9
日㈯10時〜 22日㈮17時まで

12月7日㈯10時〜 12時　 小
学生〜高校生（保護者参加可）　
バチづくりと和太鼓体験　 先着
20人　 500円　 11月10日㈰
10時〜 12月6日㈮17時

12月8日㈰13時〜 16時　 小
学生　 たき火を囲んでクリスマ
スの飾りづくり、演奏会　 先着
25人　 11月17日㈰10時〜 30
日㈯17時まで

12月8日 ㈰14時 〜 14時40分
歌やお話、クイズなど（企画「母

親クラブ」）　 先着70人　 11
月15日（金）から

◆プラネタリウム～クリスマス
特別番組～

11月30日 ㈯ 〜 12月25日 ㈬ 平
日15時、土日祝①11時②15時※
各回投影の1時間前から観覧券の
購入可　 冬の星座解説と「星空
のメリークリスマス」　 18歳以
上100円、小学生以上18歳未満
50円、 幼 児 無
料※障がい者手
帳またはミライ
ロIDをお持ちの
方とその介助者
1人は無料

青少年活動センター

健康福祉センター

11月30日㈯10時〜 11時30分 　
健康福祉センター　 市内在住

のおおむね2 〜 12カ月児と父親　
ぱぱとお子さんで楽しめるふれ

あい遊び、フォトカードやおもち
ゃ作り、テーマトーク、お子さん
の体重測定など　 先
着10組　 11月29日
㈮までに地域保健課

◆いるティーイラスト芸術祭
イラスト募集！

その他

入間市のマスコットキャラクター
「いるティー」と、入間市の「良い
ところ」「好きなところ」を一緒に
描いたイラスト作品を募集しま
す。作品は後日市役所や地区セン
ター等で展示します。 11月29
日㈮までに作品を持っ
て企画課または各地区
センター（分館をのぞ
く）　 企画課

◆チャレンジ！読書ラリーとん
ちゃん大変身！

◆作ってみよう！防災グッズ

◆クリスマス茶会

12月28日㈯まで　 図書館本
館・各分館・やまばと号　 小学
生　 台紙に書いてあるテーマに
沿った本を読むごとにとんちゃん
着せ替えシールを進呈　 図書館　

11月30日㈯14時〜 15時30分
藤沢地区センター　 英字新聞

紙を使って、かわいい手提げバッ
グとスリッパ作り。他にも簡単な
運動や防災に関する知識を学ぶ　

先着20人　 11月9日㈯9時か
ら図書館藤沢分館 ☎ 2966-
8080

◆AMIGO!冬のファミリーコンサート
12月8日㈰11時〜 12時　 見

て、聴いて、歌って、0歳から親子で
楽しめるプログラム　　　宮岡千栄
子、由利彩子（共にうた・ピアノ）　

先着90人  500円　 11月5日
㈫9時から ※初日は窓口のみ

文化創造アトリエアミーゴ
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有料広告欄

窓口　 電話　 メール　 ファクス　 Webサイト　 郵送　☎電話番号　 メールアドレス　 ファクス番号

精神科医によるこころの相談・もの忘れ相談

日 11月21日㈭　場健康福祉センター　対精神科
への受診を迷っている方と家族※医療機関で治療
中の方をのぞく　申地域保健課（健康福祉センタ
ー内）窓 ☎2966-5513※保健師・精神保健福祉
士が相談内容を伺い、予約受付

医師による「人生会議」講演会

日 11月29日㈮13時30分～ 14時30
分　場健康福祉センター　定先着80
人　申高齢者支援課窓 M

サイクルイベント「茶リンコFESTIVAL」

日 12月1日㈰9時～ 15時　場新久小学校　内①
茶畑ライド②自転車安全スキルアップ教室③BMX
体験会等（①②は要申込）　定①②は
先着各回15人　申 11月5日㈫～24日
㈰にスポーツ推進課 M〒

おうちで作ろう！ヘルシークリスマス料理

日 12月12日㈭9時30分～ 12時00分　場 健康福
祉センター　対市内在住在勤の方　定先着20人
金 500円（食材費）　申 11月30日㈯までに地域保
健課（健康福祉センター内）窓 ☎2966-5513

令和6年度入間市健康マージャン大会

日 12月19日㈭12時30分～ 17時　場健康福祉セ
ンター　対健康マージャン経験者　内半荘3回戦、
上位入賞者の表彰あり　共催明治安田生命保険相
互会社・入間市　定先着80人　申 11
月4日（月・休）～12月5日㈭までに高
齢者支援課 M

入間市武道館・弓道場の利用予約開始

　改修工事完了に伴い、1月分の利用予約を開始
します。
申公共施設予約サービス　問市民体育
館※利用再開は令和7年1月15日㈬から

入間市民ゴルフDay（旧ゴルフ大会）

日令和7年1月23日㈭　場武蔵カントリークラブ
（豊岡コース）　対市内在住・在勤または在学で18
歳以上の方（高校生不可）　定 116名
（抽選） 金プレーフィー 22,120円　
申 11月18日㈪までにスポーツ推進
課 M M

障害者週間　作品展示・ミニパラマルシェ

日 12月2日㈪～ 6日㈮　場市役所　内障害者団体
等の活動紹介パネル・作品の展示。3日㈫～ 5日
㈭は販売会「ミニパラマルシェ」※内
容は変更になる場合あり　申障害者
支援課窓 M

心身の健康

詳しい日程は市公式ホーム
ページをご確認ください。

お気軽にご利用ください

相談先がわからない場合は
総合相談支援室（内線 1311～1315）

市 民 相 談

くらしとデジタル
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有料広告欄有料広告欄

とき ところ　 対象　 内容　 定員　 参加費・入場料 申し込み　 問い合わせ

アミーゴときめき昭和ソングコンサート

日 11月17日㈰14時開演　定先着90人　金2,000
円（当日2,500円）※未就学児入場不可　場・申文
化創造アトリエ・アミーゴ窓

入間市朗読ボランティアグループはづき
“40周年”朗読会

日 11月24日㈰13時30分～ 15時30分　場文化創
造アトリエ・アミーゴ　定先着50人　問高橋☎
080-5083-5876

産業文化センターのイベント

◇長谷川初範＆宮谷理香　ショパンからの手紙
ショパン直筆の手紙の朗読と名曲の演奏

日 11月24日㈰14時開演　場産業文化センター　
金一般2,500円、高校生以下1,000円
◇フレディ・ケンプ　ピアノ・リサイタル

爆発的な超絶技巧とあふれる情感ー　伝説の巨
匠の血をひく無二の才能
日 12月8日㈰14時開演　金一般2,500円、高校生
以下500円
共通事項 場・申産業文化センター
窓 M※未就学児入場不可

文化財めぐり　黒須地区のたからものを探る

日 11月27日㈬9時～ 12時30分　場黒須地区セン
ター集合、解散　対未就学児同伴不可　内黒須地
区の文化財を歩いて回り、地区の歴史を学ぶ　定
先着20人　申11月8日㈮～ 26日㈫9時～ 17時15
分に黒須地区センター窓 ☎2962-7511

子どもの心を育てる関わり方「伝え方・聞き方」

日 11月28日㈭10時～ 12時　場産業文化センタ
ー　主催 NPO法人親子学　金1,000円　問 鈴木
☎080-5535-3725

入間マンドリンクラブ創立20周年コンサート

日 11月29日㈮13時30分開演　場 金子地区セン
ター　問畠山☎090-9954-8785

プラネタリウム研究家によるよもやま話

日 12月1日㈰13時30分～ 14時45分　場 児童セ
ンター　定先着120人　申 11月15日㈮から児童
センター ※講演後15時からのプラネタリウム
上映も無料

アミーゴで学ぶ《W.Ａ.モーツァルト》

日 12月7日㈯15時開演　内武蔵野音楽大学講師
が天才作曲家の音の世界を解説　定先着90人　
金1,000円※未就学児入場不可　場・申文化創造
アトリエ・アミーゴ窓

会員募集

ふぁみりぃ卓球クラブ
日第2・4木曜日13時～ 16時　場藤沢地区センタ
ー藤の台分館　金月1,500円（入会金500円）　問
北谷☎090-5200-5688
カトレア卓球クラブ
日第1・3木曜日14時30分～17時30分、第3・4土曜
日13時～16時　場東町地区センター　金月1,500
円（入会金500円）　問瀬沼☎090-3540-6781

窓口　 電話　 メール　 ファクス　 Webサイト　 郵送　☎電話番号　 メールアドレス　 ファクス番号

市民と文化

市の入札参加資格審査受付

　令和7・8年度に市が発注する業務の競争入札な
どに参加する、業者の資格審査受付を開始します。
※令和5・6年度に申請済みの業者も申請が必要
対その他の業務（建物の管理など含む）、物品・印
刷物等、小規模修繕工事※建設工事、設計・調査・
測量業務、土木施設維持管理業務は、埼玉県にて
受付※詳しくは市公式ホームページ
をご覧ください。 申 11月25日㈪～
12月13日㈮9時～16時に管財課窓〒

自衛官採用試験

問自衛隊入間地域事務所
☎04-2923-4691

種目 とき 対象 申し込み期間

陸上自衛隊
高等工科
学校生徒

推薦
令和7年1月11日㈯
～13日㈪のうち指
定された1日 15歳以上

17歳未満

令和6年11月29日
㈮まで

一般
令和7年1月25日㈯
又は26日㈰のいず
れか指定された日

令和7年1月16日
㈭まで

自衛官候補生 受付時にお知らせ 18歳以上
33歳未満 随時

は市民団体・サークル等のイベントです。

第29回ドラマフェスタ in 入間

◇ミュージカル未経験者対象体験会
日 11月6日㈬18時～ 19時30分　場文化創造アト
リエ・アミーゴ　定先着30人　申ドラマフェス
タ実行委員会M irudorama024@gmail.com

◇市民ミュージカル出演者募集
日令和7年3月22日㈯、23日㈰　場産業文化セン
ター　対小学3年生以上　定先着50
人　申11月10日㈰10時からドラマ
フェスタ実行委員会 M

子どもの心を育てるコミュニケーション講座

日 11月9日㈯9時45分～ 12時　場市民活動セン
ター　内最適な聞き方・伝え方、マジックショ
ー、ワークショップ　主催 NPO法人親子学　金

1,000円　問鈴木☎ 080-5535-3725

農村環境改善センターの体験教室

◇クリスマスリース作り教室
日 11月15日 ㈮10時 ～ 12時　 定

20人（抽選）　金2,000円　申11月
11日㈪まで
◇本格体験！うどん打ち教室
日 11月30日㈯9時30分～ 12時30
分　定8人（抽選）　金1,500円　申
11月20日㈬まで
共通事項 場・申 農村環境改善セ
ン タ ー 窓 M M☎2936-0900
info@iruma-noukai.jp

第29回いるま生涯学習フェスティバル

日 12月1日㈰10時30分～ 15時45分　場 産業文
化センター、児童センター　内ステージ発表会や
展示・ワークショップ、団体やサー
クルの活動紹介、飲食コーナー
問社会教育課
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未来へのリレーコラム

手話を学ぼう！

「レストラン」

SDGs～未来のために、いまできること～

茶問屋「やまもり本店」で働きながら、消防団や新久はやし保存会等さまざまな地域団体に所属。茶問屋「やまもり本店」で働きながら、消防団や新久はやし保存会等さまざまな地域団体に所属。
入間市の魅力を人一倍理解する反面、若者の地域離れに危機感を持っています。入間市の魅力を人一倍理解する反面、若者の地域離れに危機感を持っています。
入間青年会議所では、市民との協働で事業を創りあげ、入間市の魅力や誇りを再確認し発信する入間青年会議所では、市民との協働で事業を創りあげ、入間市の魅力や誇りを再確認し発信する
ことで「想いあふれるまち」を目指します。ことで「想いあふれるまち」を目指します。

市民とともに創る事業で「夢あふれるまち」へ
一般社団法人 入間青年会議所 理事長  一般社団法人 入間青年会議所 理事長  森田 富美夫森田 富美夫さんさん
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

インタビュー動画はこちら→

？？ 財政課

　入間市を「夢あふれるまち」へをスローガンに
1977年に創立された入間青年会議所。
「わんぱく相撲」や「入間万燈まつり」等、入間
市を代表とする事業を市民と一緒に創りあげてき
ました。
　入間青年会議所には珍しく「修練」という柱が
あります。自分に負荷をかけながら自己成長を
し、その成長した自分をまちや地域に還元してい
こうという考えです。
「まちに貢献したい」「自分を成長させたい」等               
さまざまな想いを持った人が集まっています。
　理事長となり掲げたスローガンは、「共創」～
想いが原動力となり、ひととひとがつながるまち

の創造～です。
さまざまな場面で地域活動に携わっていく中で、
「自分たちのまちは自分たちでつくっていく」と
いう意識が年々希薄になってきていると感じてい
ます。
　私たちが市民と一緒になってつくる事業を通し
て、ぜひ隣近所の人と繋がりあっていただきた
い。
 その中で入間市を愛する心を育てていけるよう
な未来を創っていきたいと考えてい
ます。

ナイフとフォーナイフとフォー
クを使う仕草クを使う仕草

手話を使用する人にとって手話は、家手話を使用する人にとって手話は、家
庭や学校、職場、地域社会などでコ庭や学校、職場、地域社会などでコ
ミュニケーションを取るために欠かせミュニケーションを取るために欠かせ
ない「言語」です。皆さんも手話をない「言語」です。皆さんも手話を
学んで、心を通わせてみませんか。学んで、心を通わせてみませんか。

動画はこちらから→動画はこちらから→

障害者支援課

家庭用廃食油を回収しています！
家庭から出る使用済みの食用油（廃食油）家庭から出る使用済みの食用油（廃食油）
を市内スーパーで回収し、リサイクルするを市内スーパーで回収し、リサイクルする
事業を実施しています。事業を実施しています。
・いなげや入間春日町店・いなげや入間春日町店
・ヨークマート入間店（上藤沢）・ヨークマート入間店（上藤沢）
・ヨークマート入間扇台店・ヨークマート入間扇台店
・・イオンスタイル入間（上藤沢） イオンスタイル入間（上藤沢） 
10月1日㈫より、新たにイオンスタイル10月1日㈫より、新たにイオンスタイル
入間でも回収ができるようになり入間でも回収ができるようになり
ました。ぜひご利用ください。ました。ぜひご利用ください。
エコ・クリーン政策課エコ・クリーン政策課

外国語版広報いるま

毎月1日発行　発行：入間市　編集：秘書課未来共創推進室　〒358-8511埼玉県入間市豊岡１丁目16番１号　☎04-2964-1111 FAX 04-2965-0232

人口と世帯数 10月1日現在 人口：143,769人（ -21人） 世帯数：68,395世帯（+58世帯）　（）は前月比
火事と救急 9月　火災出動：1件　　救急出動：644件　　搬送人員：522名

入間市平和都市宣言 平和を愛し、暴力、差別のない、お互いを尊重しあう明るいまちをつくります。
入間市民憲章 一．自然を愛し、環境のよいまちをつくりましょう。

LINE  
＠irumacity

facebook
＠city. iruma

X（旧Twitter）
＠_irumacity


